
(57)【要約】

【課題】　補助容量を共通電極と別駆動する液晶パネル

を備える液晶表示装置において、消費電力を低減し、ま

た、補助容量駆動用の専用のドライバ回路等を必要とし

ない液晶表示装置及び液晶表示装置の駆動方法を提供す

ること。

【解決手段】　走査線Ｇ１に接続される表示画素の補助

容量Ｃｓの他端が次段の走査線Ｇ２に接続される構成に

おいて、共通電極Ｖｃｏｍの電圧を一定レベルとし、時

間ｔａ１において走査線Ｇ１の電位がＶｇｈに上がると

ＴＦＴ９１がオン状態となって、信号Ｓ１の電圧が液晶

容量Ｃｌｃと補助容量Ｃｓに印加され、時間ｔａ２にお

いて走査線Ｇ１がＶｇｈからＶｇｌ２となってＴＦＴ９

１がオフ状態になった後、時間ｔａ３において、補助容

量Ｃｓの他端に接続される走査線Ｇ２をＶｇｌ２からＶ

ｇｌ１に上昇させて画素電極の電位Ｖｐｉｃ１を上昇さ

せて、所望の液晶印加電圧を得る。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 直 交 し て 配 置 さ れ た 複 数 の 走 査 線 及 び 複 数 の 信 号 線 の 各 交 点 近 傍 に マ ト リ ク ス 状
に 配 設 さ れ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 と 該
画 素 電 極 に 一 端 が 接 続 さ れ た 補 助 容 量 と を 有 す る 複 数 の 表 示 画 素 と 、 前 記 各 画 素 電 極 に 対
向 し て 配 設 さ れ る 共 通 電 極 と 、 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 共 通 電 極 に 一 定 電 圧 を 印 加 す る 共 通 電 圧 印 加 手 段 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 か ら オ フ 状 態 に な っ た 後 に 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 所
定 の 電 圧 を 印 加 し て 、 前 記 画 素 電 極 と 前 記 共 通 電 極 と の 電 位 差 の 絶 対 値 を 増 加 さ せ る 電 圧
印 加 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 各 走 査 線 は 前 段 の 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 電 圧 印 加 手 段 は 、 前 記 複 数 の 走 査 線 を 順 次 走 査 す る た め の 走 査 信 号 を 出 力 す る と と
も に 、 前 段 の 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 前 記 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 各 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 画 素 電 極 の 前 記 共 通 電 極 に 対 す る 電 位 差 の 極
性 は 、 前 記 各 走 査 線 毎 に 逆 極 性 に 設 定 さ れ 、
　 前 記 電 圧 印 加 手 段 は 、
　 前 記 電 位 差 の 極 性 が 正 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助
容 量 の 他 端 の 電 位 を 上 昇 さ せ 、
　 前 記 電 位 差 の 極 性 が 負 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助
容 量 の 他 端 の 電 位 を 低 下 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 圧 印 加 手 段 に よ る 前 記 補 助 容 量 の 他 端 へ の 所 定 の 電 圧 の 印 加 は 、 当 該 走 査 線 に 接
続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ フ 状 態 に な っ た 後 、 次 段 の 走 査 線 に 接
続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る ま で の 間 に 行 わ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 圧 印 加 手 段 に よ る 前 記 補 助 容 量 の 他 端 へ の 所 定 の 電 圧 の 印 加 は 、 次 段 の 走 査 線 に
接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ で 行 わ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 各 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 画 素 電 極 の 前 記 共 通 電 極 に 対 す る 電 位 差 の 極
性 は 、 前 記 各 走 査 線 毎 に 逆 極 性 に 設 定 さ れ 、
　 前 記 電 圧 印 加 手 段 は 、 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子
が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ に お い て 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 正 極 性 に 設 定 さ れ る 前 記 走 査
線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 第 １ の 電 位 に 設 定 し 、 前 記
電 位 差 の 極 性 が 負 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助 容 量 の
他 端 の 電 位 を 、 前 記 第 １ の 電 位 よ り 低 い 第 ２ の 電 位 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 電 圧 印 加 手 段 は 、 前 記 各 走 査 線 間 に 設 け ら れ 、 出 力 端 子 が 当 該 走 査 線 に 接 続 さ れ る
前 記 表 示 画 素 の 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 共 通 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 当 該 走 査 線 に 接 続 さ れ 入
力 端 子 の 電 位 を 前 記 第 １ の 電 位 及 び 前 記 第 ２ の 電 位 の 一 方 に 設 定 さ れ る 第 １ の ス イ ッ チ ン
グ 素 子 と 、 制 御 端 子 が 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ 入 力 端 子 の 電 位 を 前 記 第 １ の 電 位 及 び 前 記
第 ２ の 電 位 の 他 方 に 設 定 さ れ る 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 を 有 し 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が
正 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 に お い て 、 当 該 走 査 線 に 接 続 さ れ る

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-78588 A 2006.3.23



前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ で 、 前 記 第 １ の ス イ ッ
チ ン グ 素 子 を 介 し て 当 該 表 示 画 素 の 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 前 記 第 ２ の 電 位 に 設 定 し 、 次
段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン
グ で 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 当 該 表 示 画 素 の 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 前 記
第 １ の 電 位 に 設 定 し 、
　 前 記 電 位 差 の 極 性 が 負 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 に お い て 、 当
該 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ
で 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 当 該 表 示 画 素 の 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 前 記 第
１ の 電 位 に 設 定 し 、 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ
ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ で 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 当 該 表 示 画 素 の 補 助 容
量 の 他 端 の 電 位 を 第 ２ の 電 位 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 互 い に 直 交 し て 配 置 さ れ た 複 数 の 走 査 線 及 び 複 数 の 信 号 線 の 各 交 点 近 傍 に マ ト リ ク ス 状
に 配 設 さ れ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 と 該
画 素 電 極 に 一 端 が 接 続 さ れ た 補 助 容 量 と を 有 す る 複 数 の 表 示 画 素 と 、 前 記 各 画 素 電 極 に 対
向 し て 配 設 さ れ る 共 通 電 極 と 、 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 駆 動
方 法 で あ っ て 、
　 前 記 共 通 電 極 に 一 定 電 圧 を 印 加 す る 動 作 と 、
　 前 記 走 査 線 を 選 択 し て 、 選 択 さ れ た 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン
グ 素 子 を オ ン 状 態 と し て 前 記 画 素 電 極 を 表 示 信 号 に 基 づ く 電 位 と す る 動 作 と 、
　 前 記 走 査 線 を 非 選 択 と し て 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 か ら オ フ 状 態 に し た 後 、
前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 所 定 の 電 圧 を 印 加 し て 、 前 記 画 素 電 極 と 前 記 共 通 電 極 と の 電 位 差 の
絶 対 値 を 増 加 さ せ る 動 作 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 各 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 画 素 電 極 の 前 記 共 通 電 極 に 対 す る 電 位 差 の 極
性 は 、 前 記 各 走 査 線 毎 に 逆 極 性 に 設 定 さ れ 、
　 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 前 記 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る 動 作 は 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 正 極 性 に
設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 上 昇 さ せ 、
前 記 電 位 差 の 極 性 が 負 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助 容
量 の 他 端 の 電 位 を 低 下 さ せ る 動 作 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置
の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 前 記 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る 動 作 は 、 当 該 走 査 線 が 非 選 択 と さ れ た
後 、 次 段 の 走 査 線 が 選 択 さ れ る ま で の 間 の タ イ ミ ン グ で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 前 記 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る 動 作 は 、 次 段 の 走 査 線 が 選 択 さ れ る タ
イ ミ ン グ で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 各 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 画 素 電 極 の 前 記 共 通 電 極 に 対 す る 電 位 差 の 極
性 は 、 前 記 各 走 査 線 毎 に 逆 極 性 に 設 定 さ れ 、
　 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 前 記 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る 動 作 は 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 正 極 性 に
設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 を 第 １ の 電 位 に 設 定
し 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 負 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補
助 容 量 の 他 端 を 、 前 記 第 １ の 電 位 よ り 低 い 第 ２ の 電 位 に 設 定 す る 動 作 を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 Ｌ Ｃ Ｄ （ Liquid Crystal Display） を 用 い た 液 晶 表 示
装 置 、 及 び 当 該 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 を 駆 動 さ せ て 画 像 表 示 す る 液 晶 表 示 装 置 が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置
に は 、 表 示 パ ネ ル 上 に 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の 信 号 線 と を そ れ ぞ れ 直 交 に 配 置 し 、 各 交 差 点
近 傍 に 表 示 画 素 を 配 置 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 方 式 の も の が あ る 。 こ の ア ク テ ィ ブ マ ト
リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ 例 え ば Ｔ Ｆ Ｔ （ Thin Film Transi
stor： 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ） ） を 介 し て 信 号 線 に 接 続 さ れ る 画 素 電 極 と 、 当 該 画 素 電 極 に 対
向 し て 配 置 さ れ る 共 通 電 極 と の 間 に 液 晶 が 充 填 さ れ て 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ が 形 成 さ れ 、 ２ つ の
電 極 間 に て 電 界 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 液 晶 が 駆 動 さ れ る と と も に 、 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ の 印
加 電 圧 を 保 持 す る 補 助 容 量 Ｃ ｓ が 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ と 並 列 接 続 さ れ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 パ ネ ル の 構 造 と 駆 動 方 法 か ら Ｃ ｓ ／ Ｖ c o

m 一 括 駆 動 型 、 Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 及 び Ｃ ｓ ラ イ ン 別 駆 動 型 の ３ 種 類 に 分 類 さ れ る 。 以 下 、
そ れ ぞ れ の 液 晶 パ ネ ル の 構 造 と 駆 動 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ １ ） Ｃ ｓ ／ Ｖ c o m 一 括 駆 動 型
　 図 ８ （ ａ ） は Ｃ ｓ ／ Ｖ c o m 一 括 駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル の 等 価 回 路 を 示 し た 図 で あ る 。 Ｃ ｓ
／ Ｖ c o m 一 括 駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル は 、 補 助 容 量 の 他 端 が 共 通 電 極 に 接 続 さ れ て 、 補 助 容 量
が 共 通 電 極 と 同 電 位 に 駆 動 さ れ る も の で あ る 。 図 ８ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 行 方 向 に 延 伸 さ
れ た 走 査 線 Ｇ １ と 列 方 向 に 延 伸 さ れ た 信 号 線 Ｓ １ の 交 差 部 に Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ が 配 置 さ れ る 。 Ｔ
Ｆ Ｔ ９ １ の ゲ ー ト 電 極 は 走 査 線 Ｇ １ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 は 信 号 線 Ｓ １ に 接 続 さ れ る
。 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ の 一 端 は Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ の ソ ー ス 電 極 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 共 通 電 極 Ｖ c o m に
接 続 さ れ る 。 ま た 補 助 容 量 Ｃ ｓ の 一 端 は Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ の ソ ー ス 電 極 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 走 査
線 Ｇ １ と 平 行 し て 配 設 さ れ た Ｃ Ｓ 線 （ 補 助 容 量 線 ） ９ ２ に 接 続 さ れ て 共 通 電 極 Ｖ c o m に 接
続 さ れ 、 補 助 容 量 Ｃ ｓ と 共 通 電 極 Ｖ c o m と が 一 括 し て 駆 動 さ れ る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ の ゲ
ー ト － ソ ー ス 間 に は 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ９ は Ｃ ｓ ／ Ｖ c o m 一 括 駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 従 来 の 駆 動 方 法 に
お け る 主 な 信 号 波 形 で あ る 。 Ｏ Ｅ は 階 調 信 号 の 各 信 号 線 へ の 出 力 を 許 可 す る た め の 信 号 波
形 、 Ｇ Ｏ Ｅ は 走 査 信 号 の 各 走 査 線 へ の 出 力 を 許 可 す る た め の 信 号 波 形 で あ る 。 Ｇ １ は 走 査
線 Ｇ １ の 電 位 、 Ｇ ２ は 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 を 示 し た 波 形 で あ る 。 走 査 線 Ｇ １ の 電 位 は 、 走 査
線 Ｇ １ の 選 択 時 は Ｖ g h （ ハ イ レ ベ ル ） と な り 、 非 選 択 時 は Ｖ g l （ ロ ウ レ ベ ル ） と な る 。 走
査 線 Ｇ ２ も 同 様 で あ る 。 Ｓ １ は 信 号 線 Ｓ １ の 電 位 を 示 し た 波 形 で あ る 。 信 号 線 Ｓ １ の 最 高
電 位 は Ｖ s h で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｖ c o m は 共 通 電 極 Ｖ c o m の 電 位 を 示 し た 波 形 で あ り 、 Ｖ p i c 3 は Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ の ソ ー ス 電 極 の
電 位 を 示 し た 波 形 で あ る 。 こ こ で 、 液 晶 に 直 流 的 な 電 圧 を 印 加 し つ づ け る と 液 晶 素 子 が 劣
化 す る た め 、 液 晶 印 加 電 圧 の 極 性 を 水 平 走 査 毎 に 反 転 さ せ る ラ イ ン 反 転 駆 動 を 行 う が 、 信
号 線 に 印 加 す る 電 圧 の 振 幅 を 低 く 抑 え る た め 、 水 平 走 査 毎 に 各 信 号 線 と 共 通 電 極 Ｖ c o m の
極 性 を 反 転 さ せ る 反 転 駆 動 を 行 う 。 共 通 電 極 Ｖ c o m の ハ イ レ ベ ル の 電 圧 値 を Ｖ c o h 、 ロ ウ レ
ベ ル の 電 圧 値 を Ｖ c o l と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 時 間 ｔ x 1 に お い て 走 査 線 Ｇ １ の 電 位 が Ｖ g l か ら Ｖ g h に 上 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ が オ ン 状 態
と な り 、 信 号 Ｓ １ の 電 位 が Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ を 介 し て 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ と 補 助 容 量 Ｃ ｓ に 印 加 さ れ
る 。 こ の 時 の Ｖ p i c 3 の 電 圧 値 を Ｖ s i g x と す る と 、 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d x 1 は
　 Ｖ l c d x 1 ＝ Ｖ s i g x － Ｖ c o l

と な る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 時 間 ｔ x 2 に お い て 走 査 線 Ｇ １ の 電 位 が Ｖ g h か ら Ｖ g l に 下 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ は オ
フ 状 態 と な る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d x 2 は 、 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ の 影 響 で Δ Ｖ x 1 低 下 す
る 。
　 Ｖ l c d x 2 ＝ Ｖ l c d x 1 － Δ Ｖ x 1

　 但 し 、 Δ Ｖ x 1 ＝ （ Ｖ g h － Ｖ g l ） × Ｃ ｇ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 時 間 ｔ x 3 に お い て 共 通 電 極 Ｖ c o m の 電 位 が Ｖ c o l か ら Ｖ c o h に 上 が る と 、 こ の 時 の
液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d x 3 は
　 Ｖ l c d x 3 ＝ Ｖ l c d x 2 ＋ Δ Ｖ x 2

　 但 し 、 Δ Ｖ x 2 ＝ （ Ｖ c o h － Ｖ c o l ） × Ｃ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
と な り 、 以 下 、 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ に は 共 通 電 極 Ｖ c o m が ロ ウ レ ベ ル の 時 に Ｖ l c d x 2 、 ハ イ レ ベ
ル の 時 に Ｖ l c d x 3 の 電 圧 が 印 加 さ れ 続 け 、 次 の 水 平 走 査 時 ま で 表 示 状 態 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型
　 図 ８ （ ｂ ） は Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 の 液 晶 パ ネ ル の 等 価 回 路 を 示 し た 図 で あ る 。 以 下 、 （ １
） Ｃ ｓ ／ Ｖ c o m 一 括 駆 動 型 に お い て 説 明 し た 構 成 要 素 及 び 信 号 と 同 一 の も の に つ い て は 、
同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 の 液 晶 パ ネ ル は 、 補 助 容 量 の 他 端
が 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ て 、 補 助 容 量 が 次 段 の 走 査 線 に よ り 駆 動 さ れ て 、 共 通 電 極 と は
別 に 駆 動 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る も の で あ り 、 図 ８ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 走 査 線 Ｇ １ に 接
続 さ れ る 表 示 画 素 の 補 助 容 量 Ｃ ｓ の 他 端 が 次 段 の 走 査 線 Ｇ ２ に 接 続 さ れ て 、 補 助 容 量 が 次
段 の 走 査 線 Ｇ ２ に よ り 駆 動 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 に お い て は 、 液 晶 パ ネ
ル 上 に Ｃ Ｓ 線 （ 補 助 容 量 線 ） が 無 い た め 、 液 晶 パ ネ ル の 開 口 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
利 点 を 有 す る 。 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 の 液 晶 パ ネ ル に お け る フ リ ッ カ
を 低 減 す る た め の 発 明 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ０ は Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 の 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 従 来 の 駆 動 方 法 に お け
る 主 な 信 号 波 形 で あ る 。 こ の 場 合 に お い て も 、 ラ イ ン 反 転 駆 動 を 行 う 際 に 、 信 号 線 に 印 加
す る 電 圧 の 振 幅 を 低 く 抑 え る た め 、 水 平 走 査 毎 に 各 信 号 線 と 共 通 電 極 Ｖ c o m の 極 性 を 反 転
さ せ る 反 転 駆 動 を 行 う 。 走 査 線 Ｇ １ の 電 位 は 走 査 線 Ｇ １ の 選 択 時 は Ｖ g h と な り 、 非 選 択 時
は Ｖ g y と Ｖ g l の ２ 電 圧 間 で 周 期 的 に 変 化 す る 。 電 圧 Ｖ g l 及 び Ｖ g y は Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ を オ フ 状 態
と す る 電 圧 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 時 間 ｔ y 1 に お い て 走 査 線 Ｇ １ の 電 位 が Ｖ g l か ら Ｖ g h に 上 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ が オ ン 状 態
と な り 、 信 号 Ｓ １ の 電 圧 が Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ を 介 し て 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ と 補 助 容 量 Ｃ ｓ に 印 加 さ れ
る 。 こ の 時 の Ｖ p i c 3 の 電 圧 値 を Ｖ s i g y と す る と 、 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d y 1 は
　 Ｖ l c d y 1 ＝ Ｖ s i g y － Ｖ c o l

と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 時 間 ｔ y 2 に お い て 走 査 線 Ｇ １ の 電 位 が Ｖ g h か ら Ｖ g l に 下 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ は オ
フ 状 態 と な る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d y 2 は 、 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ の 影 響 で Δ Ｖ y 1 低 下 す
る 。
　 Ｖ l c d y 2 ＝ Ｖ l c d y 1 － Δ Ｖ y 1

　 但 し 、 Δ Ｖ y 1 ＝ （ Ｖ g h － Ｖ g l ） × Ｃ ｇ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 時 間 ｔ y 3 に お い て 共 通 電 極 Ｖ c o m が Ｖ c o l か ら Ｖ c o h に 上 が り 、 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位
が Ｖ g l か ら Ｖ g y に 上 が る と 、 補 助 容 量 Ｃ ｓ の 他 端 の 電 位 が 上 が る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧
Ｖ l c d y 3 は
　 Ｖ l c d y 3 ＝ Ｖ l c d y 2 ＋ Δ Ｖ y 2

　 但 し 、 Δ Ｖ y 2 ＝ （ Ｖ c o h － Ｖ c o l ） × Ｃ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ） で あ り 、 Ｖ g y － Ｖ
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g l ＝ Ｖ c o h － Ｖ c o l と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 続 い て 、 時 間 ｔ y 4 に お い て 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 が Ｖ g y か ら Ｖ g h に 上 が る と 、 こ の 時 の 液 晶
印 加 電 圧 Ｖ l c d y 4 は
　 Ｖ l c d y 4 ＝ Ｖ l c d y 3 ＋ Δ Ｖ y 3

　 但 し 、 Δ Ｖ y 3 ＝ （ Ｖ g h － Ｖ g y ） × Ｃ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
と な る 。 以 下 、 液 晶 印 加 電 圧 は 共 通 電 極 Ｖ c o m が ロ ウ レ ベ ル の 時 は Ｖ l c d y 2 、 ハ イ レ ベ ル の
時 は Ｖ l c d y 3 と な り 、 次 の 水 平 走 査 時 ま で 表 示 状 態 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ３ ） Ｃ ｓ ラ イ ン 別 駆 動 型
　 図 ８ （ ｃ ） は Ｃ ｓ ラ イ ン 別 駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル の 等 価 回 路 を 示 し た 図 で あ る 。 Ｃ ｓ ラ イ
ン 別 駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル は 、 補 助 容 量 の 他 端 が 共 通 電 極 に 接 続 さ れ ず 、 補 助 容 量 が 共 通 電
極 と は 別 に 駆 動 さ れ る も の で あ り 、 図 ８ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 補 助 容 量 Ｃ ｓ の 他 端 が 走 査
線 Ｇ １ と 平 行 し て 配 設 さ れ た Ｃ Ｓ 線 （ 補 助 容 量 線 ） ９ ３ に 接 続 さ れ 、 Ｃ Ｓ 線 ９ ３ に は 専 用
の Ｃ Ｓ ド ラ イ バ 回 路 （ 不 図 示 ） に よ っ て 信 号 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 例 え ば 特 許 文 献 ２ に は 、
Ｃ ｓ ラ イ ン 別 駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル に お い て 消 費 電 力 を 削 減 す る た め に 、 走 査 信 号 が 出 力 さ
れ た 直 後 、 補 助 容 量 Ｃ ｓ に 印 加 す る 信 号 電 圧 を 変 化 さ せ る 発 明 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ １ は Ｃ ｓ ラ イ ン 別 駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 従 来 の 駆 動 方 法 に お
け る 主 な 信 号 波 形 で あ る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 ラ イ ン 反 転 駆 動 を 行 う 際 に 、 水 平 走 査 毎
に 各 信 号 線 の 極 性 を 反 転 さ せ る 反 転 駆 動 を 行 う が 、 共 通 電 極 Ｖ c o m の 電 圧 は 一 定 レ ベ ル に
設 定 さ れ る 。 Ｃ Ｓ １ は 、 Ｃ Ｓ 線 ９ ３ の 電 位 を 示 す 波 形 で あ る 。 Ｃ Ｓ 線 ９ ３ の ハ イ レ ベ ル 時
の 電 圧 は Ｖ c h 、 ロ ウ レ ベ ル 時 の 電 圧 は Ｖ c l と す る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ が オ ン 状 態 か ら オ フ 状 態 に
切 り 替 わ る タ イ ミ ン グ に 同 期 し て 、 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ に 正 極 性 電 圧 が 印 加 さ れ た 時 は Ｃ Ｓ 線
９ ３ の 電 位 が Ｖ c l か ら Ｖ c h に 上 が り 、 負 極 性 電 圧 が 印 加 さ れ た 時 は Ｖ c h か ら Ｖ c l に 下 が る
よ う に 、 専 用 の Ｃ Ｓ ド ラ イ バ 回 路 （ 不 図 示 ） か ら Ｃ Ｓ 線 ９ ３ に 電 圧 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 時 間 ｔ z 1 に お い て 走 査 線 Ｇ １ の 電 位 が Ｖ g l か ら Ｖ g h に 上 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ が オ ン 状 態
と な り 、 信 号 Ｓ １ の 電 位 が Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ を 介 し て 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ と 補 助 容 量 Ｃ ｓ に 印 加 さ れ
る 。 こ の 時 の 電 圧 Ｖ p i c 3 の 電 圧 値 を Ｖ s i g z と す る と 、 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d z 1 は
　 Ｖ l c d z 1 ＝ Ｖ s i g z － Ｖ c o m

と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 時 間 ｔ z 2 に お い て 走 査 線 Ｇ １ の 電 位 が Ｖ g h か ら Ｖ g l に 下 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ は オ
フ 状 態 と な る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d z 2 は 、 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ の 影 響 で Δ Ｖ z 1 低 下 す
る 。
　 Ｖ l c d z 2 ＝ Ｖ l c d z 1 － Δ Ｖ z 1

　 但 し 、 Δ Ｖ z 1 ＝ （ Ｖ g h － Ｖ g l ） × Ｃ ｇ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 時 間 ｔ z 3 に お い て Ｃ Ｓ 線 ９ ３ の 電 位 が Ｖ c l か ら Ｖ c h に 上 が る と 、 こ の 時 の 液 晶 印
加 電 圧 Ｖ l c d z 3 は
　 Ｖ l c d z 3 ＝ Ｖ l c d z 2 ＋ Δ Ｖ z 2

　 但 し 、 Δ Ｖ z 2 ＝ （ Ｖ c h － Ｖ c l ） × Ｃ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
と な る 。 以 下 、 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ に は Ｖ l c d z 3 の 電 圧 が 印 加 さ れ 続 け 、 次 の 水 平 走 査 時 ま で
表 示 状 態 が 保 持 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ７ ７ ７ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ５ ８ ５ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 と こ ろ で 、 上 記 で 説 明 し た 従 来 の 各 液 晶 パ ネ ル を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 に は 、 そ れ ぞ れ 以
下 の よ う な 問 題 点 が あ っ た 。 ま ず 、 Ｃ ｓ ／ Ｖ c o m 一 括 駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル を 備 え た 液 晶 表
示 装 置 で は 、 共 通 電 極 Ｖ c o m と 補 助 容 量 Ｃ ｓ に か か る 電 圧 の 極 性 を 反 転 駆 動 す る 必 要 が あ
る た め 、 液 晶 表 示 装 置 の 消 費 電 力 を 低 減 さ せ る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 の 液 晶 パ ネ ル を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 も 、 共 通 電 極 Ｖ c o m の 電 圧
の 極 性 を 反 転 駆 動 す る 必 要 が あ り 、 更 に 図 ９ に 示 す よ う に 、 信 号 Ｇ ２ の 電 圧 が 周 期 的 に 変
化 し て 、 補 助 容 量 Ｃ ｓ に か か る 電 圧 も 周 期 的 に 変 化 し て 、 補 助 容 量 Ｃ ｓ の 充 放 電 に 係 る 無
駄 な 電 流 が 流 れ る た め 、 液 晶 パ ネ ル の 消 費 電 力 が 増 加 す る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 Ｃ ｓ ラ イ ン 別 駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 に は 、 共 通 電 極 Ｖ

c o m を 反 転 駆 動 す る 必 要 が な い が 、 Ｃ Ｓ 線 ９ ３ を 駆 動 す る た め の 専 用 の ド ラ イ バ 回 路 が 必
要 と な る 。 こ の た め 、 例 え ば Ｌ Ｔ Ｐ Ｓ （ Low Temperature Poly-Si； 低 温 ポ リ シ リ コ ン ）
や Ｃ Ｇ Ｓ （ Continuous Grain silicon； Ｃ Ｇ シ リ コ ン 結 晶 ） 等 の 液 晶 パ ネ ル 上 に ド ラ イ バ
を 構 成 す る こ と の で き る 製 造 プ ロ セ ス で あ れ ば 実 現 で き る 可 能 性 は あ る が 製 造 が 困 難 で あ
り 、 ま た 、 ア モ ル フ ァ ス Ｔ Ｆ Ｔ を 用 い た 液 晶 パ ネ ル を 用 い る 場 合 は 、 液 晶 パ ネ ル の 外 部 に
Ｃ Ｓ 線 と ド ラ イ バ 回 路 を 構 成 す る 必 要 が あ り 、 製 造 コ ス ト が 増 加 し て 、 実 現 が 困 難 で あ っ
た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 補 助 容 量
を 共 通 電 極 と 別 駆 動 す る 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 消 費 電 力 を 低 減 し 、
ま た 、 補 助 容 量 駆 動 用 の 専 用 の ド ラ イ バ 回 路 等 を 必 要 と し な い 液 晶 表 示 装 置 及 び 液 晶 表 示
装 置 の 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 互 い に 直 交 し
て 配 置 さ れ た 複 数 の 走 査 線 及 び 複 数 の 信 号 線 の 各 交 点 近 傍 に マ ト リ ク ス 状 に 配 設 さ れ 、 ス
イ ッ チ ン グ 素 子 と 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 と 該 画 素 電 極 に 一 端
が 接 続 さ れ た 補 助 容 量 と を 有 す る 複 数 の 表 示 画 素 と 、 前 記 各 画 素 電 極 に 対 向 し て 配 設 さ れ
る 共 通 電 極 と 、 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 共 通 電 極 に 一 定
電 圧 を 印 加 す る 共 通 電 圧 印 加 手 段 と 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 か ら オ フ 状 態 に な
っ た 後 に 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 所 定 の 電 圧 を 印 加 し て 、 前 記 画 素 電 極 と 前 記 共 通 電 極 と
の 電 位 差 の 絶 対 値 を 増 加 さ せ る 電 圧 印 加 手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 各 走 査 線 は 前
段 の 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 接 続 さ れ 、 前 記 電 圧 印 加 手 段 は 、 前 記 複 数 の 走 査 線 を 順 次 走 査
す る た め の 走 査 信 号 を 出 力 す る と と も に 、 前 段 の 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 前 記 所 定 の 電 圧 を
印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 各 走
査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 画 素 電 極 の 前 記 共 通 電 極 に 対 す る 電 位 差 の 極 性 は 、 前 記
各 走 査 線 毎 に 逆 極 性 に 設 定 さ れ 、 前 記 電 圧 印 加 手 段 は 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 正 極 性 に 設 定
さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 上 昇 さ せ 、 前 記
電 位 差 の 極 性 が 負 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助 容 量 の
他 端 の 電 位 を 低 下 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 電 圧 印 加 手 段
に よ る 前 記 補 助 容 量 の 他 端 へ の 所 定 の 電 圧 の 印 加 は 、 当 該 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画
素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ フ 状 態 に な っ た 後 、 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画
素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る ま で の 間 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 電 圧 印 加 手 段
に よ る 前 記 補 助 容 量 の 他 端 へ の 所 定 の 電 圧 の 印 加 は 、 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示
画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 各 走 査 線 に 接
続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 画 素 電 極 の 前 記 共 通 電 極 に 対 す る 電 位 差 の 極 性 は 、 前 記 各 走 査 線
毎 に 逆 極 性 に 設 定 さ れ 、 前 記 電 圧 印 加 手 段 は 、 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の
前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ に お い て 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 正 極 性
に 設 定 さ れ る 前 記 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 第 １
の 電 位 に 設 定 し 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 負 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画
素 の 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 、 前 記 第 １ の 電 位 よ り 低 い 第 ２ の 電 位 に 設 定 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 電 圧 印 加 手 段
は 、 前 記 各 走 査 線 間 に 設 け ら れ 、 出 力 端 子 が 当 該 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記
補 助 容 量 の 他 端 に 共 通 接 続 さ れ 、 制 御 端 子 が 当 該 走 査 線 に 接 続 さ れ 入 力 端 子 の 電 位 が 前 記
第 １ の 電 位 及 び 前 記 第 ２ の 電 位 の 一 方 に 接 続 さ れ る 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 制 御 端 子
が 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ 入 力 端 子 の 電 位 が 前 記 第 １ の 電 位 及 び 前 記 第 ２ の 電 位 の 他 方 に
接 続 さ れ る 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 を 有 し 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 正 極 性 に 設 定 さ れ る
走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 に お い て 、 当 該 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記
ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ で 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て
当 該 表 示 画 素 の 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 前 記 第 ２ の 電 位 に 設 定 し 、 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ
れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ で 、 前 記 第 ２ の ス
イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 当 該 表 示 画 素 の 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 前 記 第 １ の 電 位 に 設 定 し
、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 負 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 に お い て 、 当
該 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ
で 、 前 記 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 当 該 表 示 画 素 の 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 前 記 第
１ の 電 位 に 設 定 し 、 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ
ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ で 、 前 記 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 当 該 表 示 画 素 の 補 助 容
量 の 他 端 の 電 位 を 前 記 第 ２ の 電 位 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 互 い に 直 交 し て 配 置 さ れ た 複 数 の
走 査 線 及 び 複 数 の 信 号 線 の 各 交 点 近 傍 に マ ト リ ク ス 状 に 配 設 さ れ 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 該
ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 出 力 端 に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 と 該 画 素 電 極 に 一 端 が 接 続 さ れ た 補 助 容
量 と を 有 す る 複 数 の 表 示 画 素 と 、 前 記 各 画 素 電 極 に 対 向 し て 配 設 さ れ る 共 通 電 極 と 、 を 有
す る 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 駆 動 方 法 で あ っ て 、 前 記 共 通 電 極 に 一 定
電 圧 を 印 加 す る 動 作 と 、 前 記 走 査 線 を 選 択 し て 、 選 択 さ れ た 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示
画 素 の 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 と し て 前 記 画 素 電 極 を 表 示 信 号 に 基 づ く 電 位 と す
る 動 作 と 、 前 記 走 査 線 を 非 選 択 と し て 、 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン 状 態 か ら オ フ 状 態 に
し た 後 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 所 定 の 電 圧 を 印 加 し て 、 前 記 画 素 電 極 と 前 記 共 通 電 極 と の
電 位 差 の 絶 対 値 を 増 加 さ せ る 動 作 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に お い て 、 前 記 各
走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 画 素 電 極 の 前 記 共 通 電 極 に 対 す る 電 位 差 の 極 性 は 、 前
記 各 走 査 線 毎 に 逆 極 性 に 設 定 さ れ 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 前 記 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る 動 作
は 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 正 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補
助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 上 昇 さ せ 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 負 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ
れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 の 電 位 を 低 下 さ せ る 動 作 を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に お い て 、 前 記
補 助 容 量 の 他 端 に 前 記 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る 動 作 は 、 当 該 走 査 線 が 非 選 択 と さ れ た 後 、 次
段 の 走 査 線 が 選 択 さ れ る ま で の 間 の タ イ ミ ン グ で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に お い て 、 前 記
補 助 容 量 の 他 端 に 前 記 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る 動 作 は 、 次 段 の 走 査 線 が 選 択 さ れ る タ イ ミ ン
グ で 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に お い て 、 前
記 各 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 画 素 電 極 の 前 記 共 通 電 極 に 対 す る 電 位 差 の 極 性 は
、 前 記 各 走 査 線 毎 に 逆 極 性 に 設 定 さ れ 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 に 前 記 所 定 の 電 圧 を 印 加 す る
動 作 は 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 正 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線 に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前
記 補 助 容 量 の 他 端 を 第 １ の 電 位 に 設 定 し 、 前 記 電 位 差 の 極 性 が 負 極 性 に 設 定 さ れ る 走 査 線
に 接 続 さ れ る 前 記 表 示 画 素 の 、 前 記 補 助 容 量 の 他 端 を 、 前 記 第 １ の 電 位 よ り 低 い 第 ２ の 電
位 に 設 定 す る 動 作 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 補 助 容 量 を 共 通 電 極 と 別 駆 動 す る 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 に
お い て 、 表 示 画 素 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 が オ フ 状 態 と さ れ た 後 、 補 助 容 量 の 他 端 に 所 定 の 電
圧 が 印 加 さ れ る こ と に よ り 、 液 晶 印 加 電 圧 を 増 加 さ せ て 、 所 望 の 液 晶 印 加 電 圧 を 得 る こ と
が で き る た め 、 共 通 電 極 の 電 圧 を 一 定 レ ベ ル と し て 、 共 通 電 極 の 反 転 駆 動 を 行 う 必 要 が な
く 、 且 つ 信 号 線 の 信 号 の 電 圧 振 幅 を 大 き く す る 必 要 も な い 。 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 の
消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 補 助 容 量 駆 動 用 の 専 用 の ド ラ イ バ 回 路 を 必 要 と
し な い た め 、 ア モ ル フ ァ ス Ｔ Ｆ Ｔ を 用 い た 液 晶 パ ネ ル に お い て も 実 現 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
〔 第 １ の 実 施 の 形 態 〕
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 示 例 と 共 に 説 明 す る 。 本 第 １ の 実 施 の 形 態 は 、 Ｃ
ｓ オ ン ゲ ー ト 型 の 液 晶 パ ネ ル に 対 し て 、 共 通 電 極 Ｖ c o m の 反 転 駆 動 を 行 わ ず 、 共 通 電 極 Ｖ c

o m の 電 圧 は 一 定 レ ベ ル と し 、 走 査 線 を ３ つ の 電 圧 レ ベ ル （ Ｖ g h 、 Ｖ g l 1 、 Ｖ g l 2 ） に よ っ て
駆 動 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 １ の 回 路 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
液 晶 表 示 装 置 １ は 、 液 晶 パ ネ ル １ １ 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 回 路 １ ２ 、 反 転 Ｒ Ｇ Ｂ 発 生 回 路 １ ３
、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 回 路 １ ４ 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ 発 生 回 路 １ ５ 、 Ｔ Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ６ 及 び 電
圧 発 生 回 路 １ ７ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ １ は 、 Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 で あ っ て 、 前 述 の 図 ８ （ ｂ ） に 示 し た 構 成 と 同 様
の 構 成 を 有 し 、 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の 信 号 線 と が 直 交 に 配 置 さ れ 、 走 査 線 と 信 号 線 の 各 交
差 部 に そ れ ぞ れ 表 示 画 素 が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 各 走 査 線 は ゲ ー ト ド ラ イ バ 回 路 １ ４ に 接
続 さ れ 、 各 信 号 線 は ソ ー ス ド ラ イ バ 回 路 １ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ソ ー ス ド ラ イ バ 回 路 １ ２ は 、 反 転 Ｒ Ｇ Ｂ 発 生 回 路 １ ３ か ら 入 力 さ れ る 階 調 信 号 を 各 信 号
線 に 対 応 付 け て 保 持 す る た め の デ ー タ ラ ッ チ 回 路 （ 不 図 示 ） と 、 そ の ラ ッ チ さ れ た 階 調 信
号 に 基 づ く 信 号 電 圧 を 生 成 し て 、 各 信 号 線 に 印 加 す る ド ラ イ バ 回 路 （ 不 図 示 ） を 有 し 、 Ｔ
Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ６ か ら 入 力 さ れ る 水 平 制 御 信 号 に 基 づ い て 各 信 号 線 に 対 し て 信 号
電 圧 を 印 加 す る 。 更 に Ｔ Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ６ か ら 信 号 Ｏ Ｅ が 入 力 さ れ る 。 信 号 Ｏ Ｅ
は 階 調 信 号 が ソ ー ス ド ラ イ バ 回 路 １ ２ か ら 液 晶 パ ネ ル １ １ に 対 し て の 出 力 を 許 可 す る た め
の 信 号 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 反 転 Ｒ Ｇ Ｂ 発 生 回 路 １ ３ は 、 Ｔ Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ６ か ら 入 力 さ れ る 反 転 制 御 信 号
に 応 答 し て 外 部 入 力 さ れ る 映 像 信 号 に 含 ま れ る Ｒ Ｇ Ｂ の 各 階 調 信 号 を 反 転 さ せ て 反 転 Ｒ Ｇ
Ｂ 信 号 （ 表 示 信 号 ） を 生 成 し 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 回 路 １ ２ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ 回 路 １ ４ は 、 Ｔ Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ６ か ら 入 力 さ れ る 垂 直 制 御 信 号
に 基 づ い て 走 査 電 圧 を 生 成 し 、 液 晶 パ ネ ル １ １ の 各 走 査 線 に 順 次 走 査 電 圧 を 印 加 す る 。 更
に Ｔ Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ６ か ら 信 号 Ｇ Ｏ Ｅ が 入 力 さ れ る 。 信 号 Ｇ Ｏ Ｅ は 走 査 信 号 が ゲ
ー ト ド ラ イ バ 回 路 １ ４ か ら 液 晶 パ ネ ル １ １ に 対 し て の 出 力 を 許 可 す る た め の 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｖ ｃ ｏ ｍ 発 生 回 路 １ ５ は 、 Ｔ Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路 か ら 入 力 さ れ る 電 圧 制 御 信 号 に 応 答
し て 、 共 通 電 極 Ｖ c o m に 印 加 す る 電 圧 を 生 成 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 共 通 電 極 Ｖ c o m

に 印 加 す る 電 圧 は 一 定 レ ベ ル に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Ｔ Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ６ は 、 液 晶 表 示 装 置 １ の 全 体 を 制 御 す る 。 例 え ば 外 部 入 力 さ
れ る 同 期 信 号 に 基 づ い て 、 液 晶 パ ネ ル １ １ の 各 画 素 の 液 晶 を 駆 動 す る 水 平 制 御 信 号 及 び 垂
直 制 御 信 号 、 信 号 Ｏ Ｅ 及 び 信 号 Ｇ Ｏ Ｅ を 生 成 し 、 ソ ー ス ド ラ イ バ 回 路 １ ２ や ゲ ー ト ド ラ イ
バ 回 路 １ ４ に 出 力 す る 。 ま た 、 同 期 信 号 に 基 づ い て 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 各 階 調 信 号 を 反 転 さ せ る た
め の 反 転 制 御 信 号 を 生 成 し て 反 転 Ｒ Ｇ Ｂ 発 生 回 路 １ ３ に 出 力 す る 。 更 に 電 圧 制 御 信 号 を 生
成 し て Ｖ ｃ ｏ ｍ 発 生 回 路 １ ５ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 電 圧 発 生 回 路 １ ７ は 、 液 晶 表 示 装 置 １ を 備 え る 装 置 の 電 源 投 入 に 応 答 し て 入 力 さ れ る 電
源 入 力 信 号 に 基 づ い て 、 液 晶 表 示 装 置 １ を 構 成 す る 各 回 路 部 に 必 要 な 電 圧 を 生 成 し て 出 力
す る 。 例 え ば 、 内 部 電 源 Ｖ c c 、 信 号 線 を 駆 動 す る た め の 電 圧 Ｖ s h 、 走 査 線 を 駆 動 す る た め
の 電 圧 Ｖ g h 、 Ｖ g l 1 及 び Ｖ g l 2 等 を 生 成 し て 出 力 す る 。 そ し て ソ ー ス ド ラ イ バ 回 路 １ ２ に は
Ｖ c c 及 び Ｖ s h の 電 圧 が 入 力 さ れ 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 回 路 １ ４ に は Ｖ c c 、 Ｖ g h 、 Ｖ g l 1 及 び Ｖ g

l 2 の 電 圧 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 信 号 波 形 を 用 い て 、 本 実 施 の 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 １ の 回 路 動
作 を （ Ａ ） 正 極 性 電 圧 印 加 時 と （ Ｂ ） 負 極 性 電 圧 印 加 時 の そ れ ぞ れ に つ い て 説 明 す る 。 尚
、 こ れ は ラ イ ン 反 転 駆 動 を 行 う 場 合 に お い て 、 隣 接 す る 走 査 線 で の 動 作 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ Ａ ） 正 極 性 電 圧 印 加 時
　 図 ２ は 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ に 対 し て 正 極 性 電 圧 が 印 加 さ れ る と き の 液 晶 表 示 装 置 １ の 本 実 施
形 態 の 駆 動 方 法 に お け る 主 な 信 号 波 形 で あ る 。 背 景 技 術 に お い て 図 ９ ～ １ １ を 用 い て 説 明
し た 信 号 波 形 と 同 一 の 内 容 の 信 号 波 形 に つ い て は 説 明 を 省 略 ま た は 簡 略 化 す る 。 こ こ で 、
走 査 線 Ｇ １ 、 Ｇ ２ は 隣 接 す る 走 査 線 で あ る 。 走 査 線 Ｇ １ 及 び Ｇ ２ の 電 位 は そ れ ぞ れ の 選 択
時 は Ｖ g h と な り 、 非 選 択 時 に は Ｖ g l 1 ま た は Ｖ g l 2 と な る 。 Ｖ g l 1 及 び Ｖ g l 2 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １
を オ フ 状 態 と す る 電 圧 で あ る 。 ま た 共 通 電 極 Ｖ c o m に は 一 定 レ ベ ル の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 Ｖ p

i c 1 は 走 査 線 Ｇ １ に 接 続 さ れ る 表 示 画 素 の Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ の ソ ー ス 電 極 の 電 位 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 時 間 ｔ a 1 に お い て 走 査 線 Ｇ １ の 電 位 が Ｖ g h に 上 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ が オ ン 状 態 と な り 、
信 号 Ｓ １ の 電 圧 が Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ を 介 し て 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ と 補 助 容 量 Ｃ ｓ に 印 加 さ れ る 。 こ の
時 の Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ の ソ ー ス 電 極 の 電 圧 Ｖ p i c 1 を Ｖ s i g a と す る と 、 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d a 1 は
　 Ｖ l c d a 1 ＝ Ｖ s i g a － Ｖ c o m

と な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ し て 時 間 ｔ a 2 に お い て 走 査 線 Ｇ １ の 電 位 が Ｖ g h か ら Ｖ g l 2 に 下 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ は
オ フ 状 態 と な る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d a 2 は 、 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ の 影 響 で Δ Ｖ a 1 低 下
す る 。
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　 Ｖ l c d a 2 ＝ Ｖ l c d a 1 － Δ Ｖ a 1

　 但 し 、 Δ Ｖ a 1 ＝ （ Ｖ g h － Ｖ g l 2 ） × Ｃ ｇ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
【 ０ ０ ５ １ 】
　 更 に 、 時 間 ｔ a 3 に お い て 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 が Ｖ g l 2 か ら Ｖ g l 1 に 上 が る と 、 補 助 容 量 Ｃ ｓ
の 他 端 の 電 位 が 上 が り 、 Ｖ p i c 1 の 電 位 も 上 が る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d a 3 は 、
　 Ｖ l c d a 3 ＝ Ｖ l c d a 2 ＋ Δ Ｖ a 2

　 但 し 、 Δ Ｖ a 2 ＝ （ Ｖ g l 1 － Ｖ g l 2 ） × Ｃ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
と な る 。 こ の 状 態 で は 、 走 査 線 Ｇ ２ は 非 選 択 状 態 で あ り 、 走 査 線 Ｇ ２ に 接 続 さ れ て い る 次
段 の Ｔ Ｆ Ｔ は オ フ 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 時 間 ｔ ａ ４ に お い て 、 走 査 線 Ｇ ２ が 選 択 さ れ る べ く 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 が Ｖ g l 1 か ら
Ｖ g h に 上 が る と 、 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d a 4 は 、
　 Ｖ l c d a 4 ＝ Ｖ l c d a 3 ＋ Δ Ｖ a 3

　 但 し 、 Δ Ｖ a 3 ＝ （ Ｖ g h － Ｖ g l 1 ） × Ｃ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
と な る 。 続 い て 、 走 査 線 Ｇ ２ が 非 選 択 と な る べ く 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 が Ｖ g h か ら Ｖ g l 1 に 下
が る と 、 Ｖ p i c 1 の 電 位 が Δ Ｖ a 3 低 下 し て 、 液 晶 印 加 電 圧 は Ｖ l c d a 3 と な る 。 以 下 、 液 晶 容
量 Ｃ ｌ ｃ に は Ｖ l c d a 3 の 電 圧 が 印 加 さ れ 続 け 、 次 の 水 平 走 査 時 ま で 表 示 状 態 が 保 持 さ れ る
。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 つ ま り 、 時 間 ｔ a 2 に お い て Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ が オ フ 状 態 と な っ た 後 、 時 間 ｔ a 3 に お い て 補 助 容
量 Ｃ ｓ の 他 端 が 接 続 さ れ て い る 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 を Ｖ g l 2 か ら Ｖ g l 1 に 上 げ る こ と に よ り 、
走 査 線 Ｇ ２ に 接 続 さ れ て い る 次 段 の Ｔ Ｆ Ｔ は オ フ 状 態 の ま ま 、 Ｖ p i c 1 の 電 位 を Δ Ｖ a 2 だ け
上 げ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 共 通 電 極 Ｖ c o m の 反 転 駆 動 を 行 わ ず 、 そ の 電 圧 を 一 定
レ ベ ル に 設 定 し 、 且 つ 、 信 号 線 に 印 加 す る 電 圧 の 振 幅 を 、 前 述 の 図 １ ０ に 示 し た よ う な 、
従 来 の 、 共 通 電 極 Ｖ c o m の 極 性 を 反 転 駆 動 す る 場 合 の 信 号 線 の 電 圧 振 幅 と 同 程 度 と し た ま
ま で 、 液 晶 印 加 電 圧 を 大 き く し て 、 所 望 の 液 晶 印 加 電 圧 を 得 る こ と が で き る 。 Δ Ｖ a 2 は Ｃ
ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ） の 比 率 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ こ で 各 信 号 電 圧 の 具 体 的 な 電 圧 値 に つ い て 一 例 を 挙 げ て 説 明 す る 。 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c

d a は 、 厳 密 に は 電 圧 Ｖ p i c 1 の 各 電 圧 値 Ｖ l c d a 1 、 Ｖ l c d a 2 、 Ｖ l c d a 3 及 び Ｖ l c d a 4 の 平 均 値 と
な る が 、 Ｖ p i c 1 の 電 圧 は Ｖ l c d a 3 で あ る 時 間 が 圧 倒 的 に 長 く 、 液 晶 の 応 答 性 等 の 点 か ら 考
慮 し て 、 実 質 的 に Ｖ l c d a ＝ Ｖ l c d a 3 と し て 考 え る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 例 え ば 、 液 晶 パ ネ ル に お い て 良 好 な 表 示 を 得 る た め に 、 最 大 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d a ＝ ５ ［
Ｖ ］ 必 要 で あ っ て 共 通 電 極 Ｖ c o m の 電 位 に 対 し て 信 号 Ｓ １ の 振 幅 が 最 大 ± ２ Ｖ で あ る 場 合
、 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d a を 更 に ３ ［ Ｖ ］ 上 げ る 必 要 が あ る 。 そ こ で Ｃ ｇ ｓ ＜ ＜ Ｃ ｓ と し て Ｖ

s i g a ＝ ２ ［ Ｖ ］ 、 Δ Ｖ a 2 ＝ ３ ［ Ｖ ］ と す る と 、 Ｃ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ） ＝ １ ／ ２
と す れ ば 、 式 （ １ ） よ り Ｖ g l 1 － Ｖ g l 2 ＝ ６ ［ Ｖ ］ と な る 。 即 ち 、 Ｖ g h ＝ １ ２ ［ Ｖ ］ 、 Ｖ g l

1 ＝ － １ ２ ［ Ｖ ］ と す る 場 合 、 Ｖ g l 2 ＝ － １ ８ ［ Ｖ ］ と 設 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ Ｂ ） 負 極 性 電 圧 印 加 時
　 図 ３ は 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ に 対 し て 負 極 性 電 圧 が 印 加 さ れ る と き の 液 晶 表 示 装 置 １ の 本 実 施
形 態 の 駆 動 方 法 に お け る 主 な 信 号 波 形 で あ る 。 尚 、 前 述 の （ Ａ ） 正 極 性 電 圧 印 加 時 に お い
て 図 ２ を 用 い て 説 明 し た 信 号 波 形 と 同 一 の 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 ま た は 簡 略 化 す る 。
こ こ で 、 図 ３ に お け る 走 査 線 Ｇ ２ は 図 ２ に 示 し た 走 査 線 Ｇ ２ に 対 応 し 、 走 査 線 Ｇ ２ 、 Ｇ ３
は 隣 接 す る 走 査 線 で あ る 。 ま た 、 同 図 に お け る Ｖ p i c 1 は 、 走 査 線 Ｇ ２ に 接 続 さ れ る 表 示 画
素 の Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ の ソ ー ス 電 極 の 電 位 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 時 間 ｔ b 1 に お い て 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 が Ｖ g h に 上 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ が オ ン 状 態 と な り 、
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信 号 Ｓ １ の 電 圧 が Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ を 介 し て 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ と 補 助 容 量 Ｃ ｓ に 印 加 さ れ る 。 こ の
時 の Ｖ p i c 1 の 電 圧 を Ｖ s i g b と す る と 、 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d b 1 は
　 Ｖ l c d b 1 ＝ Ｖ s i g b － Ｖ c o m

と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ し て 時 間 ｔ b 2 に お い て 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 が Ｖ g h か ら Ｖ g l 1 に 下 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ は
オ フ 状 態 と な る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d b 2 は 、 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ の 影 響 で Δ Ｖ b 1 低 下
す る 。
　 Ｖ l c d b 2 ＝ Ｖ l c d b 1 － Δ Ｖ b 1

　 但 し 、 Δ Ｖ b 1 ＝ （ Ｖ g h － Ｖ g l 1 ） × Ｃ ｇ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 い で 、 時 間 ｔ b 3 に お い て 走 査 線 Ｇ ３ の 電 位 が Ｖ g l 1 か ら Ｖ g l 2 に 下 が る と 、 補 助 容 量 Ｃ
ｓ を 介 し て Ｖ p i c 1 の 電 位 も 下 が る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d b 3 は 、
　 Ｖ l c d b 3 ＝ Ｖ l c d b 2 － Δ Ｖ b 2

　 但 し 、 Δ Ｖ b 2 ＝ （ Ｖ g l 1 － Ｖ g l 2 ） × Ｃ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
と な る 。 こ の 状 態 で は 、 走 査 線 Ｇ ２ は 非 選 択 状 態 で あ り 、 走 査 線 Ｇ ２ に 接 続 さ れ て い る 次
段 の Ｔ Ｆ Ｔ は オ フ 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 時 間 ｔ b 4 に お い て 、 走 査 線 Ｇ ２ が 選 択 さ れ る べ く 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 が Ｖ g l 2 か ら Ｖ g

h に 上 が る と 、 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d b 4 は 、
　 Ｖ l c d b 4 ＝ Ｖ l c d b 3 ＋ Δ Ｖ b 3

　 但 し 、 Δ Ｖ b 3 ＝ （ Ｖ g h － Ｖ g l 2 ） × Ｃ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋ Ｃ ｓ ）
と な る 。 続 い て 、 時 間 ｔ b 5 に お い て 走 査 線 Ｇ ２ が 非 選 択 と な る べ く 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 が Ｖ

g h か ら Ｖ g l 2 に 下 が る と 、 Ｖ p i c 1 の 電 位 は Δ Ｖ b 3 低 下 し て 、 液 晶 印 加 電 圧 は Ｖ l c d b 3 と な る
。 以 下 、 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ に は Ｖ l c d b 3 の 電 圧 が 印 加 さ れ 続 け 、 次 の 水 平 走 査 時 ま で 表 示 状
態 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 つ ま り 、 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ に 対 し て 負 極 性 電 圧 が 印 加 さ れ る 場 合 に お い て も 、 前 述 の （ Ａ
） 正 極 性 電 圧 印 加 の 場 合 と 同 様 に 、 時 間 ｔ b 2 に お い て Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ が オ フ 状 態 と な っ た 後 、
時 間 ｔ b 3 に お い て 走 査 線 Ｇ ２ の 電 位 を Ｖ g l 1 か ら Ｖ g l 2 に 下 げ る こ と に よ り 、 補 助 容 量 Ｃ ｓ
を 介 し て Ｖ p i c 1 の 電 位 を Δ Ｖ b 2 だ け 下 げ る こ と が で き 、 液 晶 印 加 電 圧 の 絶 対 値 を 大 き く し
て 、 所 望 の 液 晶 印 加 電 圧 を 得 る こ と が で き る 。 こ こ で Δ Ｖ b 2 は Ｃ ｓ ／ （ Ｃ ｇ ｓ ＋ Ｃ ｌ ｃ ＋
Ｃ ｓ ） の 比 率 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 の 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液
晶 表 示 装 置 に お い て 、 走 査 線 を ３ つ の 電 圧 レ ベ ル （ Ｖ g h ＞ Ｖ g l 1 ＞ Ｖ g l 2 ； Ｖ g h は Ｔ Ｆ Ｔ ９
１ を オ ン 状 態 と す る 電 圧 で あ り 、 Ｖ g l 1 及 び Ｖ g l 2 は Ｔ Ｆ Ｔ ９ １ を オ フ 状 態 と す る 電 圧 ） を
用 い て 駆 動 す る こ と に よ り 、 共 通 電 極 Ｖ c o m の 電 圧 を 一 定 レ ベ ル に 設 定 し 、 且 つ 信 号 線 の
信 号 の 電 圧 振 幅 を 大 き く す る こ と な く 、 必 要 な 液 晶 印 加 電 圧 を 得 る こ と が で き る 。 即 ち 、
共 通 電 極 Ｖ c o m の 極 性 の 反 転 駆 動 を 行 わ ず 、 従 来 の よ う に 走 査 線 の 電 圧 レ ベ ル を 周 期 的 に
変 化 さ せ る 必 要 も な い た め 、 Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 の 構 造 に よ り 開 口 率 を 向 上 さ せ る こ と が で
き る と い う メ リ ッ ト を 有 し た う え で 、 液 晶 表 示 装 置 の 消 費 電 力 を 削 減 す る こ と が で き る 。
　
【 ０ ０ ６ ３ 】
〔 第 ２ の 実 施 の 形 態 〕
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 示 例 と 共 に 説 明 す る 。 本 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 図
５ に 示 し た 液 晶 パ ネ ル に 対 し て 、 共 通 電 極 Ｖ c o m の 反 転 駆 動 を 行 わ ず 、 ２ つ の Ｃ Ｓ 電 圧 線
に 各 補 助 容 量 の 他 端 に 印 加 す る ２ 値 の 電 圧 レ ベ ル を そ れ ぞ れ 印 加 し 、 走 査 線 の 電 圧 レ ベ ル
に 応 じ て 前 記 ２ 値 の 電 圧 レ ベ ル の 何 れ か 一 方 が 各 補 助 容 量 の 他 端 に 印 加 さ れ る よ う に 駆 動
す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 ２ の 回 路 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 第 １
の 実 施 の 形 態 に お い て 図 １ を 用 い て 説 明 し た 液 晶 表 示 装 置 １ と 同 一 の 構 成 要 素 に つ い て は
同 一 の 符 号 を 付 し 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 液 晶 パ ネ ル ２ １ は 、 概 略 、 複 数 の 走 査 線 と 複 数 の 信 号 線 と が 直 交 に 配 置 さ れ 、 走 査 線 と
信 号 線 の 各 交 差 点 近 傍 に そ れ ぞ れ 表 示 画 素 が 形 成 さ れ て い る 。 表 示 画 素 の 詳 し い 説 明 に つ
い て は 、 図 ５ を 用 い て 後 述 す る 。 尚 、 各 走 査 線 は ゲ ー ト ド ラ イ バ 回 路 ２ ２ に 接 続 さ れ 、 各
信 号 線 は ソ ー ス ド ラ イ バ 回 路 １ ２ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ゲ ー ト ド ラ イ バ 回 路 ２ ２ は 、 Ｔ Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ６ か ら 入 力 さ れ る 垂 直 制 御 信 号
に 基 づ い て 走 査 電 圧 を 発 生 し 、 液 晶 パ ネ ル ２ １ の 各 走 査 線 に 順 次 走 査 電 圧 を 印 加 す る 。 更
に Ｔ Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路 １ ６ か ら 信 号 Ｇ Ｏ Ｅ が 入 力 さ れ る 。 信 号 Ｇ Ｏ Ｅ は 走 査 信 号 の ゲ
ー ト ド ラ イ バ 回 路 ２ ２ か ら 液 晶 パ ネ ル ２ １ へ の 出 力 を 許 可 す る た め の 信 号 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 電 圧 発 生 回 路 ２ ２ は 、 液 晶 表 示 装 置 ２ を 備 え る 装 置 の 電 源 投 入 に 応 答 し て 入 力 さ れ る 電
源 入 力 信 号 に 基 づ い て 、 液 晶 表 示 装 置 ２ を 構 成 す る 各 回 路 部 に 必 要 な 電 圧 を 生 成 し て 出 力
す る 。 例 え ば 、 内 部 電 源 Ｖ c c 、 信 号 線 を 駆 動 す る た め の 電 圧 Ｖ s h 、 走 査 線 を 駆 動 す る た め
の 電 圧 Ｖ g h 、 Ｖ g l 、 各 Ｃ Ｓ 電 圧 線 を 駆 動 す る た め の Ｖ c s h 及 び Ｖ c s l 等 を 生 成 し て 出 力 す る
。 そ し て ソ ー ス ド ラ イ バ 回 路 １ ２ に は Ｖ c c 及 び Ｖ s h の 電 圧 が 入 力 さ れ 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ 回
路 ２ ２ に は Ｖ c c 、 Ｖ g h 、 Ｖ g l の 電 圧 が 入 力 さ れ 、 液 晶 パ ネ ル ２ １ に は Ｖ c s h 及 び Ｖ c s l の 電
圧 が 入 力 さ れ る 。 尚 、 Ｖ c s h は 各 Ｃ Ｓ 電 圧 線 の ハ イ レ ベ ル 時 の 電 圧 、 Ｖ c s l は ロ ウ レ ベ ル 時
の 電 圧 で あ る 。 Ｖ c s l は Ｖ c s h よ り 所 定 電 圧 だ け 低 い 電 圧 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い
て も 、 Ｖ ｃ ｏ ｍ 発 生 回 路 １ ５ に よ り 生 成 さ れ 、 共 通 電 極 Ｖ c o m に 印 加 さ れ る 電 圧 は 一 定 レ
ベ ル に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ５ は 、 液 晶 表 示 装 置 ２ が 備 え る 液 晶 パ ネ ル ２ １ に お け る 、 隣 接 す る 走 査 線 Ｇ ３ １ 、 Ｇ
３ ２ 、 Ｇ ３ ３ に 接 続 さ れ る 表 示 画 素 の 等 価 回 路 を 示 し た 図 で あ る 。 走 査 線 Ｇ ３ １ に 接 続 さ
れ る 表 示 画 素 は 、 行 方 向 に 延 伸 さ れ た 走 査 線 Ｇ ３ １ と 列 方 向 に 延 伸 さ れ た 信 号 線 Ｓ ３ １ の
交 差 部 に 設 け ら れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ が 配 置 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ゲ ー ト 電 極 は 走 査 線 Ｇ ３ １ に
接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 は 信 号 線 Ｓ ３ １ に 接 続 さ れ る 。 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ １ の 一 端 は Ｔ Ｆ Ｔ
３ １ の ソ ー ス 電 極 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 共 通 電 極 Ｖ c o m に 接 続 さ れ る 。 ま た 補 助 容 量 Ｃ ｓ １
の 一 端 は Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ソ ー ス 電 極 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 走 査 線 Ｇ ３ １ と 平 行 し て 配 設 さ れ た
Ｃ Ｓ 線 （ 補 助 容 量 線 ） ３ ２ に 接 続 さ れ る 。 Ｃ Ｓ 線 ３ ２ の 一 端 に は Ｔ Ｆ Ｔ ３ ３ と Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４
の ド レ イ ン 電 極 が 接 続 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ３ の ゲ ー ト 電 極 は 走 査 線 Ｇ ３ １ に 接 続 さ れ 、 ソ ー
ス 電 極 は Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ の ゲ ー ト 電 極 は 走 査 線 Ｇ ３ ２ に
接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 は Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ４ に 接 続 さ れ る 。 更 に Ｃ Ｓ 線 ３ ２ の 他 端 に は 容 量 Ｃ
ｓ ｐ １ の 一 端 が 接 続 さ れ る 。 容 量 Ｃ ｓ ｐ １ の 他 端 は 共 通 電 極 Ｖ c o m に 接 続 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ
３ １ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 に は 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ １ が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 走 査 線 Ｇ ３ １ に 隣 接 す る 走 査 線 Ｇ ３ ２ に 接 続 さ れ る 表 示 画 素 は 、 行 方 向 に 延 伸 さ れ た 走
査 線 Ｇ ３ ２ と 列 方 向 に 延 伸 さ れ た 信 号 線 Ｓ ３ １ の 交 差 部 に 設 け ら れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ５ が 配 置 さ
れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ５ の ゲ ー ト 電 極 は 走 査 線 Ｇ ３ ２ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 は 信 号 線 Ｓ ３ １
に 接 続 さ れ る 。 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ ２ の 一 端 は Ｔ Ｆ Ｔ ３ ５ の ソ ー ス 電 極 に 接 続 さ れ 、 他 端 は 共
通 電 極 Ｖ c o m に 接 続 さ れ る 。 ま た 補 助 容 量 Ｃ ｓ ２ の 一 端 は Ｔ Ｆ Ｔ ３ ５ の ソ ー ス 電 極 に 接 続
さ れ 、 他 端 は 走 査 線 Ｇ ３ ２ と 平 行 し て 配 設 さ れ た Ｃ Ｓ 線 ３ ６ に 接 続 さ れ る 。 Ｃ Ｓ 線 ３ ６ の
一 端 に は Ｔ Ｆ Ｔ ３ ７ と Ｔ Ｆ Ｔ ３ ８ の ド レ イ ン 電 極 が 接 続 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ７ の ゲ ー ト 電 極
は 走 査 線 Ｇ ３ ２ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 は Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ４ に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３
８ の ゲ ー ト 電 極 は 走 査 線 Ｇ ３ ３ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 は Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ に 接 続 さ れ る 。
更 に Ｃ Ｓ 線 ３ ６ の 他 端 に は 容 量 Ｃ ｓ ｐ ２ の 一 端 が 接 続 さ れ る 。 容 量 Ｃ ｓ ｐ ２ の 他 端 は 共 通
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電 極 Ｖ c o m に 接 続 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ５ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 に は 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ ２ が 存 在 す
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 走 査 線 Ｇ ３ ２ に 隣 接 す る 走 査 線 Ｇ ３ ３ に 接 続 さ れ る 表 示 画 素 は 走 査 線 Ｇ ３ １ に 接 続 さ れ
る 表 示 画 素 と 同 様 の 構 成 を 有 し 、 走 査 線 Ｇ ３ ２ と 信 号 線 Ｓ ３ １ の 交 差 部 に 設 け ら れ て Ｔ Ｆ
Ｔ ３ ９ が 配 置 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ９ の ゲ ー ト 電 極 は 走 査 線 Ｇ ３ ３ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 は
信 号 線 Ｓ ３ １ に 接 続 さ れ る 。 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ ３ は Ｔ Ｆ Ｔ ３ ９ の ソ ー ス 電 極 と 共 通 電 極 Ｖ c o

m に 接 続 さ れ 、 補 助 容 量 Ｃ ｓ ３ は Ｔ Ｆ Ｔ ３ ９ の ソ ー ス 電 極 と Ｃ Ｓ 線 ４ ４ に 接 続 さ れ る 。 Ｃ
Ｓ 線 ４ ４ の 一 端 に は Ｔ Ｆ Ｔ ４ １ と Ｔ Ｆ Ｔ ４ ２ の ド レ イ ン 電 極 が 接 続 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ４ １ の ゲ
ー ト 電 極 は 走 査 線 Ｇ ３ ３ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 は Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ に 接 続 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ４
２ の ゲ ー ト 電 極 は 走 査 線 Ｇ ３ ４ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 は Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ４ に 接 続 さ れ る 。
更 に Ｃ Ｓ 線 ４ ４ の 他 端 に は 容 量 Ｃ ｓ ｐ ３ の 一 端 が 接 続 さ れ 、 容 量 Ｃ ｓ ｐ ３ の 他 端 は 共 通 電
極 Ｖ c o m に 接 続 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ９ の ゲ ー ト － ソ ー ス 間 に は 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ ３ が 存 在 す る
。 な お 、 容 量 Ｃ ｓ ｐ １ 、 Ｃ ｓ ｐ ２ 、 Ｃ ｓ ｐ ３ は 補 助 容 量 Ｃ ｓ １ 、 Ｃ ｓ ２ 、 Ｃ ｓ ３ や Ｃ Ｓ 線
３ ２ 、 ３ ６ 、 ４ ０ の 寄 生 容 量 に 比 べ て 十 分 大 き な 容 量 値 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ 及 び ４ ４ に 印 加 さ れ る 電 圧 に つ い て 説 明 す る 。 ラ イ ン 反 転 駆 動 及 び フ レ
ー ム 反 転 駆 動 さ れ る 構 成 に お い て 、 後 述 す る 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 １ フ レ ー ム 期 間
内 で は 、 例 え ば 、 Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ に Ｖ c s l 、 Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ４ に Ｖ c s h の 電 圧 が 電 圧 発 生 回 路
２ ３ よ り 印 加 さ れ る 。 そ し て 、 続 く 次 フ レ ー ム に お い て は 、 Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ に Ｖ c s h 、 Ｃ
Ｓ 電 圧 線 ４ ４ に Ｖ c s l の 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 即 ち 、 フ レ ー ム 毎 に Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ 及 び ４ ４
の 電 圧 は 入 れ 替 え ら れ て 印 加 さ れ る 。 こ の Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ 及 び ４ ４ に 対 す る 印 加 電 圧 の 入
れ 替 え は 、 液 晶 パ ネ ル ２ １ に 含 ま れ る 内 部 回 路 （ 不 図 示 ） に お い て 制 御 さ れ る 構 成 と し て
も よ い し 、 電 圧 発 生 回 路 ２ ３ か ら 入 れ 替 え ら れ た 電 圧 が 出 力 さ れ 、 直 接 Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ 及
び ４ ４ に そ れ ぞ れ 印 加 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 次 に 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 信 号 波 形 を 用 い て 、 本 実 施 の 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 ２ の 回 路 動
作 を （ Ｃ ） 正 極 性 電 圧 印 加 時 と （ Ｄ ） 負 極 性 電 圧 印 加 時 の そ れ ぞ れ に つ い て 説 明 す る 。 尚
、 こ れ は ラ イ ン 反 転 駆 動 を 行 う 場 合 に お い て 、 隣 接 す る 走 査 線 で の 動 作 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ Ｃ ） 正 極 性 電 圧 印 加 時
　 図 ６ は 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ に 対 し て 正 極 性 電 圧 が 印 加 さ れ る と き の 液 晶 表 示 装 置 ２ の 本 実 施
形 態 の 駆 動 方 法 に お け る 主 な 信 号 波 形 で あ る 。 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て 図 ２ を 用 い て 説
明 し た 信 号 波 形 と 同 一 の 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 ま た は 簡 略 化 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 Ｇ ３ １ は 走 査 線 Ｇ ３ １ の 電 位 、 Ｇ ３ ２ は 走 査 線 Ｇ ３ ２ の 電 位 を 示 し た 波 形 で あ る 。 走 査
線 Ｇ ３ １ 及 び Ｇ ３ ２ の 電 位 は そ れ ぞ れ の 選 択 時 は Ｖ g h と な り 、 非 選 択 時 に は Ｖ g l と な る 。
Ｃ Ｓ ３ ２ は Ｃ Ｓ 線 ３ ２ の 電 位 、 Ｃ Ｓ ３ ６ は Ｃ Ｓ 線 ３ ６ の 電 位 を 示 し た 波 形 で あ る 。 Ｓ ３ １
は 信 号 線 Ｓ ３ １ の 電 位 を 示 し た 波 形 で あ る 。 信 号 線 Ｓ ３ １ の 最 高 電 位 は Ｖ s h で あ る 。 Ｖ p i

c 2 は Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ソ ー ス 電 極 の 電 位 を 示 し た 波 形 で あ る 。 ま た 共 通 電 極 Ｖ c o m に は 一 定 レ
ベ ル の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 Ｖ p i c 1 は 走 査 線 Ｇ ３ １ に 接 続 さ れ る 表 示 画 素 の Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ソ ー
ス 電 極 の 電 位 を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 時 間 ｔ c 1 に お い て 走 査 線 Ｇ ３ １ の 電 位 が Ｖ g h に 上 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ が オ ン 状 態 と な り
、 信 号 Ｓ ３ １ の 電 圧 が Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ を 介 し て 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ １ と 補 助 容 量 Ｃ ｓ １ に 印 加 さ れ
る 。 こ の 時 の Ｖ p i c 2 を Ｖ s i g c と す る と 、 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d c 1 は
　 Ｖ l c d c 1 ＝ Ｖ s i g c － Ｖ c o m

と な る 。 更 に Ｔ Ｆ Ｔ ３ ３ が オ ン 状 態 と な り 、 Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ の 電 圧 （ Ｖ c s l ） が Ｔ Ｆ Ｔ ３
３ を 介 し て Ｃ Ｓ 線 ３ ２ に 印 加 さ れ て 、 Ｃ Ｓ 電 線 ３ ２ の 電 圧 が Ｖ c s l と な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
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　 そ し て 時 間 ｔ c 2 に お い て 走 査 線 Ｇ ３ １ の 電 位 が Ｖ g h か ら Ｖ g l に 下 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ 及
び Ｔ Ｆ Ｔ ３ ３ は オ フ 状 態 と な る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d c 2 は 、 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ の 影
響 で Δ Ｖ c 1 低 下 す る 。
　 Ｖ l c d c 2 ＝ Ｖ l c d c 1 － Δ Ｖ c 1

　 但 し 、 Δ Ｖ c 1 ＝ （ Ｖ g h － Ｖ g l ） × Ｃ ｇ ｓ １ ／ （ Ｃ ｇ ｓ １ ＋ Ｃ ｌ ｃ １ ＋ Ｃ ｓ １ ）
　 尚 、 容 量 Ｃ ｓ ｐ １ は 補 助 容 量 Ｃ ｓ １ や Ｃ Ｓ 線 ３ ２ の 寄 生 容 量 に 比 べ て 非 常 に 大 き な 容 量
で あ る た め 、 Ｃ Ｓ 線 ３ ２ の 電 位 は Ｖ c s l に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 時 間 ｔ ｃ ３ に お い て 走 査 線 Ｇ ３ ２ が 選 択 さ れ る べ く 走 査 線 Ｇ ３ ２ の 電 位 が Ｖ g l か
ら Ｖ g h に 上 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ５ が オ ン 状 態 と な る 。 更 に Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ も オ ン 状 態 と な り 、 Ｃ
Ｓ 電 圧 線 ４ ４ の 電 圧 （ Ｖ c s h ） が Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ を 介 し て Ｃ Ｓ 線 ３ ２ に 印 加 さ れ て 、 Ｃ Ｓ 電 圧
線 ３ ２ の 電 圧 が Ｖ c s h と な る 。 つ ま り Ｃ Ｓ 線 ３ ２ の 電 位 は Ｖ c s l か ら Ｖ c s h に 変 化 す る 。 こ
の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d c 3 は 、
　 Ｖ l c d c 3 ＝ Ｖ l c d c 2 ＋ Δ Ｖ c 2

　 但 し 、 Δ Ｖ c 2 ＝ （ Ｖ c s h － Ｖ c s l ） × Ｃ ｓ １ ／ （ Ｃ ｇ ｓ １ ＋ Ｃ ｌ ｃ １ ＋ Ｃ ｓ １ ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
と な る 。 以 下 、 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ １ に は Ｖ l c d c 3 の 電 圧 が 印 加 さ れ 続 け 、 次 の 水 平 走 査 時 ま
で 表 示 状 態 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 つ ま り 、 時 間 ｔ c 2 に お い て Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ が オ フ 状 態 と な っ た 後 、 時 間 ｔ ｃ ３ に お い て 走 査
線 Ｇ ３ ２ の 電 位 が Ｖ g l か ら Ｖ g h に 上 が る と 同 時 に Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ を 介 し て Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ４ の 電
圧 （ Ｖ c s h ） が Ｃ Ｓ 線 ３ ２ に 印 加 さ れ る よ う に し た こ と に よ り 、 Ｖ p i c 2 の 電 位 を Δ Ｖ c 2 だ
け 上 げ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 液 晶 印 加 電 圧 を 大 き く し て 、 所 望 の 液 晶 印 加 電 圧 を 得
る こ と が で き る 。 Δ Ｖ c 2 は Ｃ ｓ １ ／ （ Ｃ ｇ ｓ １ ＋ Ｃ ｌ ｃ １ ＋ Ｃ ｓ １ ） の 比 率 に よ っ て 決 定
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ こ で 各 信 号 電 圧 の 具 体 的 な 電 圧 値 に つ い て 一 例 を 挙 げ て 説 明 す る 。 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c

d c は 、 厳 密 に は 図 ６ を 用 い て 説 明 し た 電 圧 Ｖ p i c 2 の 各 電 圧 値 Ｖ l c d c 1 、 Ｖ l c d c 2 及 び Ｖ l c d c

3 の 平 均 値 と な る が 、 Ｖ p i c 2 の 電 圧 は Ｖ l c d c 3 で あ る 時 間 が 圧 倒 的 に 長 く 、 液 晶 の 応 答 性 等
の 点 か ら 考 慮 し て 、 電 圧 Ｖ l c d c ＝ Ｖ l c d c 3 と し て 考 え る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 例 え ば 、 良 好 な 表 示 を 得 る た め に 、 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d c ＝ ５ ［ Ｖ ］ 必 要 で あ っ て 、 共 通
電 極 Ｖ c o m の 電 位 に 対 し て 信 号 Ｓ ３ １ の 振 幅 が 最 大 ± ２ Ｖ で あ る 場 合 、 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d

c 2 を 更 に ３ ［ Ｖ ］ 上 げ る 必 要 が あ る 。 そ こ で Ｃ ｇ ｓ １ ＜ ＜ Ｃ ｓ １ と し て 、 Ｖ s i g c ＝ ２ ［ Ｖ
］ 、 Δ Ｖ c 2 ＝ ３ ［ Ｖ ］ と す る と 、 Ｃ ｓ １ ／ （ Ｃ ｇ ｓ １ ＋ Ｃ ｌ c 1 ＋ Ｃ ｓ １ ） ＝ １ ／ ２ と す れ
ば 、 式 （ ２ ） よ り Ｖ c s h － Ｖ c s l ＝ ６ ［ Ｖ ］ と な る 。 即 ち 、 Ｖ c s h － Ｖ c s l ＝ ６ ［ Ｖ ］ と な る
よ う に Ｖ c s h 及 び Ｖ c s l を 設 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
（ Ｄ ） 負 極 性 電 圧 印 加 時
　 図 ７ は 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ に 対 し て 負 極 性 電 圧 が 印 加 さ れ る と き の 液 晶 表 示 装 置 ２ の 本 実 施
形 態 の 駆 動 方 法 に お け る 主 信 号 波 形 で あ る 。 尚 、 前 述 の （ Ｃ ） 正 極 性 電 圧 印 加 時 に お い て
図 ７ を 用 い て 説 明 し た 信 号 波 形 と 同 一 の 部 分 に つ い て は 、 説 明 を 省 略 ま た は 簡 略 化 す る 。
同 図 に お け る Ｖ p i c 1 は 、 図 ６ に 示 し た 走 査 線 Ｇ ３ １ に 隣 接 す る 走 査 線 Ｇ ３ ２ に 接 続 さ れ る
表 示 画 素 の Ｔ Ｆ Ｔ ３ ５ の ソ ー ス 電 極 の 電 位 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 時 間 ｔ d 1 に お い て 走 査 線 Ｇ ３ ２ の 電 位 が Ｖ g h に 上 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ５ が オ ン 状 態 と な り
、 信 号 Ｓ ３ １ の 電 圧 が Ｔ Ｆ Ｔ ３ ５ を 介 し て 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ と 補 助 容 量 Ｃ ｓ ２ に 印 加 さ れ る
。 こ の 時 の Ｖ p i c 2 の 電 圧 を Ｖ s i g d と す る と 、 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d d 1 は
　 Ｖ l c d d 1 ＝ Ｖ s i g d － Ｖ c o m

と な る 。 更 に Ｔ Ｆ Ｔ ３ ７ が オ ン 状 態 と な り 、 Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ４ の 電 圧 （ Ｖ c s h ） が Ｔ Ｆ Ｔ ３
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７ を 介 し て Ｃ Ｓ 線 ３ ６ に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 そ し て 時 間 ｔ d 2 に お い て 走 査 線 Ｇ ３ ２ の 電 位 が Ｖ g h か ら Ｖ g l に 下 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ５ 及
び Ｔ Ｆ Ｔ ３ ７ は オ フ 状 態 と な る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d d 2 は 、 寄 生 容 量 Ｃ ｇ ｓ １ の
影 響 で Δ Ｖ d 1 低 下 す る 。
　 Ｖ l c d d 2 ＝ Ｖ l c d d 1 － Δ Ｖ d 1

　 但 し 、 Δ Ｖ d 1 ＝ （ Ｖ g h － Ｖ g l ） × Ｃ ｇ ｓ １ ／ （ Ｃ ｇ ｓ １ ＋ Ｃ ｌ ｃ １ ＋ Ｃ ｓ １ ）
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 更 に 、 時 間 ｔ d 3 に お い て 走 査 線 Ｇ ３ ３ が 選 択 さ れ る べ く 走 査 線 Ｇ ３ ３ の 電 位 が Ｖ g l か ら
Ｖ g h に 上 が る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ ９ が オ ン 状 態 と な る 。 更 に Ｔ Ｆ Ｔ ３ ８ も オ ン 状 態 と な り 、 Ｃ Ｓ
電 圧 線 ４ ３ の 電 圧 （ Ｖ c s l ） が Ｔ Ｆ Ｔ ３ ８ を 介 し て Ｃ Ｓ 線 ３ ６ に 印 加 さ れ る 。 つ ま り Ｃ Ｓ
線 ３ ６ の 電 位 は Ｖ c s h か ら Ｖ c s l に 変 化 す る 。 こ の 時 の 液 晶 印 加 電 圧 Ｖ l c d d 3 は 、
　 Ｖ l c d d 3 ＝ Ｖ l c d d 2 － Δ Ｖ d 2

　 但 し 、 Δ Ｖ d 2 ＝ （ Ｖ c s h － Ｖ c s l ） × Ｃ ｓ １ ／ （ Ｃ ｇ ｓ １ ＋ Ｃ ｌ ｃ １ ＋ Ｃ ｓ １ ）
と な る 。 以 下 、 液 晶 容 量 Ｃ ｌ ｃ １ に は Ｖ l c d d 3 の 電 圧 が 印 加 さ れ 続 け 、 次 の 水 平 走 査 時 ま
で 表 示 状 態 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 つ ま り 、 時 間 ｔ d 2 に お い て Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ が オ フ 状 態 と な っ た 後 、 時 間 ｔ ｄ ３ に お い て 走 査
線 Ｇ ３ ３ の 電 位 が Ｖ g l か ら Ｖ g h に 上 が る と 同 時 に Ｔ Ｆ Ｔ ３ ８ を 介 し て Ｃ Ｓ 電 圧 線 ４ ３ の 電
圧 （ Ｖ c s l ） の 電 圧 が Ｃ Ｓ 線 ３ ６ に 印 加 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 Ｖ p i c 2 の 電 位 を Δ Ｖ d 2 下 げ
る こ と が で き 、 液 晶 印 加 電 圧 の 絶 対 値 を 大 き く し て 、 所 望 の 液 晶 印 加 電 圧 を 得 る こ と が で
き る 。 Δ Ｖ d 2 は Ｃ ｓ １ ／ （ Ｃ ｇ ｓ １ ＋ Ｃ ｌ ｃ １ ＋ Ｃ ｓ １ ） の 比 率 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ハ イ レ ベ ル の 電 圧 Ｖ c s h と ロ ウ レ ベ ル の
電 圧 Ｖ c s l が 印 加 さ れ る ２ つ の Ｃ Ｓ 電 圧 線 を 有 し 、 ゲ ー ト 電 極 が 当 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ
た Ｔ Ｆ Ｔ と 、 ゲ ー ト 電 極 が 次 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と の ス イ ッ チ ン グ に よ り 、 ハ
イ レ ベ ル の 電 圧 及 び ロ ウ レ ベ ル の 電 圧 何 れ か の 電 圧 を 当 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ た 表 示 画 素
の Ｃ Ｓ 線 （ 補 助 容 量 線 ） に 印 加 す る 構 成 を 備 え 、 液 晶 容 量 に 正 極 性 電 圧 が 印 加 さ れ る 場 合
は 当 該 液 晶 容 量 の 補 助 容 量 の 他 端 に ハ イ レ ベ ル の 電 圧 Ｖ c s h の 電 圧 が 印 加 さ れ 、 負 極 性 電
圧 が 印 加 さ れ る 場 合 は ロ ウ レ ベ ル の 電 圧 Ｖ c s l の 電 圧 が 印 加 さ れ る よ う に し た こ と に よ り
、 Ｃ Ｓ 線 駆 動 の た め の ド ラ イ バ 回 路 を 設 置 す る こ と な く 、 Ｃ Ｓ 線 の 駆 動 が 可 能 と な り 、 Ｃ
Ｓ 線 駆 動 の た め の ド ラ イ バ 回 路 の 必 要 が な い た め 、 ア モ ル フ ァ ス Ｔ Ｆ Ｔ を 用 い た 液 晶 パ ネ
ル に お い て も 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 次 段 の 走 査 線 が 選 択 状 態 と な り 、 ゲ ー ト 電 極 が 次 段 の 走 査 線 に 接
続 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ （ 例 え ば 、 図 ５ の Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ ） が オ ン 状 態 と な る タ イ ミ ン グ で 、 ハ イ レ ベ
ル の 電 圧 及 び ロ ウ レ ベ ル の 電 圧 何 れ か の 電 圧 が 当 段 の 走 査 線 に 接 続 さ れ た 表 示 画 素 の Ｃ Ｓ
線 （ 補 助 容 量 線 ； 例 え ば 、 図 ５ の Ｃ Ｓ 線 ３ ２ ） に 印 加 さ れ る こ と と し た 。 こ の 実 施 形 態 に
関 わ ら ず 、 次 の よ う に し て も よ い 。 即 ち 、 図 ５ に お い て 、 ゲ ー ト 電 極 が 次 段 の 走 査 線 に 接
続 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ （ 例 え ば 、 図 ５ の Ｔ Ｆ Ｔ ３ ４ ） の 当 該 ゲ ー ト 電 極 を 次 段 の 走 査 線 に 接 続 す
る の で は な く 、 別 途 配 設 さ れ た 電 圧 線 に 接 続 し 、 こ の 電 圧 線 へ の 電 圧 印 加 制 御 に よ っ て Ｃ
Ｓ 線 に 電 圧 を 印 加 す る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 当 段 の 走 査 線 が 非 選 択 状 態 と な っ
て か ら 、 次 段 の 走 査 線 が 選 択 状 態 と な る ま で の 間 （ 即 ち 、 図 ５ に お い て 、 例 え ば 走 査 線 Ｇ
３ １ が 選 択 さ れ て Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ が オ フ 状 態 と な っ た 後 、 走 査 線 Ｇ ３ ２ が 選 択 さ れ て Ｔ Ｆ Ｔ ３
５ が オ ン 状 態 と な る ま で の 間 ） に 別 途 配 設 さ れ た 電 圧 線 に 所 定 の 電 圧 を 印 加 し て 該 電 圧 線
に ゲ ー ト 電 極 が 接 続 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ を オ ン 状 態 と し 、 Ｃ Ｓ 線 に 電 圧 を 印 加 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 回 路 構 成 の 一 例 を 示 す 図 。
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【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶 パ ネ ル を 構 成 す る 液 晶 に 正 極 性 電
圧 が 印 加 さ れ た と き の 信 号 波 形 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶 パ ネ ル を 構 成 す る 液 晶 に 負 極 性 電
圧 が 印 加 さ れ た と き の 信 号 波 形 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 回 路 構 成 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶 パ ネ ル の 等 価 回 路 を 示 し た 図 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶 パ ネ ル を 構 成 す る 液 晶 に 正 極 性 電
圧 が 印 加 さ れ た と き の 信 号 波 形 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 液 晶 パ ネ ル を 構 成 す る 液 晶 に 負 極 性 電
圧 が 印 加 さ れ た と き の 信 号 波 形 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 従 来 の 液 晶 パ ネ ル の 等 価 回 路 を 示 し た 図 。
【 図 ９ 】 従 来 の Ｃ ｓ ／ Ｖ c o m 一 括 型 の 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 信 号 波 形 の 一 例
を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の Ｃ ｓ オ ン ゲ ー ト 型 の 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 信 号 波 形 の 一 例
を 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 従 来 の Ｃ ｓ ラ イ ン 駆 動 型 の 液 晶 パ ネ ル を 備 え る 液 晶 表 示 装 置 の 信 号 波 形 の 一 例
を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 １ 、 ２ 　 　 　 液 晶 表 示 装 置
　 １ １ 、 ２ １ 　 　 液 晶 パ ネ ル
　 １ ２ 　 　 　 　 　 ソ ー ス ド ラ イ バ 回 路
　 １ ３ 　 　 　 　 　 反 転 Ｒ Ｇ Ｂ 発 生 回 路
　 １ ４ 、 ２ ２ 　 　 ゲ ー ト ド ラ イ バ 回 路
　 １ ５ 　 　 　 　 　 Ｖ ｃ ｏ ｍ 発 生 回 路
　 １ ６ 　 　 　 　 　 Ｔ Ｇ 部 ド ラ イ バ 制 御 回 路
　 １ ７ 、 ２ ３ 　 　 電 圧 発 生 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种功耗降低且不需要专用驱动电路等的液晶显示
装置，用于辅助电容驱动和液晶显示装置的驱动方法，用于液晶显示装
置配备有液晶面板，其中辅助电容器独立于公共电极驱动。 
ŽSOLUTION：在连接到扫描线G1的显示像素的辅助电容器Cs的另一端
连接到后级的扫描线G2的构造中，公共电极处的电压保持恒定水平，
TFT 91转动当扫描线G1的电位在时间ta1上升到Vgh以将信号S1的电压
施加到液晶电容器Clc和辅助电容器Cs时，并且在扫描线G1在时间ta2从
Vgh变为Vgl2之后， TFT91截止，连接到辅助电容器Cs另一端的扫描线
G2从Vgl2变为Vgl1，以升高像素电极的电位Vpic1，从而获得所需的液
晶施加电压。 Ž
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